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目的

内容

結果

粗視化分子動力学法を用いた高分子材料の大規模シミュレー
ション結果に関する探索的な可視化について検討した。

阪大HOPE（没入型可視化装置）を用いて、高分子材料の粗視
化MD模型が示す「複雑な立体な概観」から「分子鎖レベルの詳
細」までを探索的に観察する仕組みを確立し、性能を評価した。

現在導入されているシステ
ムとミドルウェアの性能にお
いて、最大限効果的な没入
型可視化を実現できる範囲
を明らかにした。加えて、可
視化ミドルウェアの改良提
案に資する情報を得た。
（右図の規模の可視化が可能。） 図： 延伸した高分子ナノコンポジット

Elongation ratio 2.77

Poisson’s ratio 0.0

本課題は、学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点の公募研究の一環として、実施した内容の一部である。
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